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癌に対する化学療法のサイクル数と抗腫瘍効果の検討：最大効果発現時はいつか？ 

Examination of the number of cycles of chemotherapy and antitumor effect for metastatic 

urothelial cancer：When is the maximum effect manifested?． 第 108 回日本泌尿器科学会

総会 2020 年 12 月 22～24 日 神戸市（神戸ポートピアホテル、他） 

83. 細越正吾、畠山真吾、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、大山 力：フレイルが根治

的膀胱全摘除術の周術期治療成績に与える影響 The association of frailty with perioperative 

outcomes in pts with MIBC． 第 108 回日本泌尿器科学会総会 2020 年 12 月 22～24 日 神

戸市（神戸ポートピアホテル、他） 

84. 小島由太、畠山真吾、相馬 理、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、大山 力：フレ

イルが筋層浸潤膀胱癌の治療選択に与える影響についての検討 Frailty has significant 

impact on selection of treatment modality in patients with muscle-invasive bladder cancer． 

第 108 回日本泌尿器科学会総会 2020 年 12 月 22～24 日 神戸市（神戸ポートピアホテル、

他） 

85. 畠山真吾、久保田優花、米山 徹、米山美穂子、山本勇人、橋本安弘、大山 力：去勢抵抗性

前立腺癌における cfDNA を用いた予後予測マーカーの開発． 第 5 回 Liquid Biopsy 研究会 



2021 年 1 月 22-23 日 東京都新宿区（京王プラザホテル） 

86. 米山 徹、小玉寛健、田中壽和、野呂大輔、飛澤悠葵、山本勇人、畠山真吾、須藤晋一郎、橋

本安弘、柿崎育子、大山 力：イムノグロブリン N-glycan signature による尿路上皮癌の診断

法の開発． 第 5 回 Liquid Biopsy 研究会 2021 年 1 月 22-23 日 東京都新宿区（京王プラザ

ホテル） 

87. 阿南 剛、工藤大輔、松岡俊光、小羽田悠貴、三上穣太郎、伊藤 淳、海法康弘、佐藤 信：

尿路嵌頓結石に対する経尿道的尿管砕石術前の腎瘻造設の有効性．日本尿路結石症学会第 30 回

学術集会 2021 年 1 月 26-27 日 LIVE 配信 

88. 小玉寛健、畠山真吾、村澤洋美、杉山尚樹、岡本亜希子、山本勇人、北原竜次、米山高弘、橋

本安弘、齋藤久夫、大山 力：献腎移植を施行したヌーナン症候群の一例． 第 54 回臨床腎移

植学会 2021 年 2 月 17-19 日 （WEB 開催） 

89. 梅谷 淳、村上礼一、奈川大輝、中田真道、成田育代、藤田 雄、島田美智子、中村典雄、富

田泰史、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：吻合部狭窄による移植腎機能障害に対し

IVR を施行した症例． 第 54 回臨床腎移植学会 2021 年 2 月 17-19 日 （WEB 開催） 

90. 小玉寛健、米山 徹、田中壽和、野呂大輔、飛澤悠葵、山本勇人、須藤晋一郎、畠山真吾、盛 

和行、米山高弘、橋本安弘、柿崎育子、中路重之、大山 力：イムノグロブリン N -glycan signature 

における尿路上皮癌の診断法． 第 30 回泌尿器科分子・細胞研究会 2021 年 2 月 26-27 日 

（WEB 開催） 

91. 米山 徹、畠山真吾、米山美穂子、鈴木 実、野中元裕、大山 力：膀胱癌皮下腫瘍モデルに

対する腫瘍血管標的 10B DDS によるホウ素中性子捕捉療法． 第 30 回泌尿器科分子・細胞研

究会 2021 年 2 月 26-27 日 （WEB 開催） 

92. 堀口裕貴、畠山真吾、久保田優花、米山 徹、米山高弘、橋本安弘、大山 力：筋層浸潤性膀

胱癌に対する術前化学療法＋根治的膀胱全摘除後の Ki67 と PD-1 発現の意義． 第 30 回泌尿

器科分子・細胞研究会 2021 年 2 月 26-27 日 （WEB 開催） 

93. 伊藤弘之、瀬尾喜久雄、相馬文彦、松岡俊光：前立がん検診レポート第 23 報（令和元年度）二

次検診の集計結果について． 第 24 回青森前立腺癌研究会 2021 年 3 月 6 日 （WEB 開催） 

94. 川口俊明、相馬文彦、高橋伸也、橋本安弘、福井耕三、齋藤久夫、大山 力：青森県総合健診

センターにおける前立腺がん検診－令和元年度の健診結果および 17 年間の成績－． 第 24 回

青森前立腺癌研究会 2021 年 3 月 6 日 （WEB 開催） 

95. 田中壽和、岩渕郁哉、小笠原賢、川口俊明：急性 DIC で発症した前立腺癌の 2 症例． 第 24

回青森前立腺癌研究会 2021 年 3 月 6 日 （WEB 開催） 

96. 山本勇人、沖田和貴、畠山真吾、成田伸太郎、三塚浩二、土屋順彦、川村貞文、星 誠二、下

田次郎、川口俊明、石戸谷滋人、荒井陽一、羽渕友則、大山 力：転移性去勢抵抗性前立腺癌

疾患に対する各種逐次療法における予後の検討：後向き多施設共同研究． 第 24 回青森前立腺

癌研究会 2021 年 3 月 6 日 （WEB 開催） 

97. 鈴木裕一朗、吉川和暁、高橋伸也、楠美智巳：前立腺癌ホルモン治療中に増悪する第 24 回青森

前立腺癌研究会 2021 年 3 月 6 日 （WEB 開催） 

98. 畠山真吾：ASCO-GU2021 最新情報． 第24回青森前立腺癌研究会 2021年3月6日 （WEB



開催） 

99. 米山高弘、堀口裕貴、小西 栄、久保田優花、濱野逸人、岡本哲平、鈴木裕一朗、米山 徹、

盛 和行、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、橋本安弘、大山 力：遠隔転移を有する前立腺癌

に対する局所療法の成績． 遠隔転移を第 24 回青森前立腺癌研究会 2021 年 3 月 6 日 （WEB

開催） 

100. 米山 徹：腫瘍血管を標的としたペプチド-ホウ素薬剤によるホウ素中性子補足療法．第 16

回臨床糖鎖研究会 2021 年 3 月 18 日 弘前市（弘前大学健康未来イノベーションセンター） 

101. 小玉寛健：イムノグロブリン N 型糖鎖合成経路プロファイルによる尿路上皮癌の診断法． 

第 16 回臨床糖鎖研究会 2021 年 3 月 18 日 弘前市（弘前大学健康未来イノベーションセンタ

ー） 

102. 山本勇人：間質性膀胱炎・膀胱痛症候群患者におけるヒアルロン酸結合タンパク質（HABP）

と結合するヒアルロン酸の必須構造． 第 16 回臨床糖鎖研究会 2021 年 3 月 18 日 弘前市（弘

前大学健康未来イノベーションセンター） 

103. 岡本哲平：腎性貧血治療について． 第 16 回臨床糖鎖研究会 2021 年 3 月 18 日 弘前市

（弘前大学健康未来イノベーションセンター） 

104. 村上礼一、梅谷 淳、奈川大輝、中田真道、金城（成田）育代、藤田 雄、島田美智子、

中村典雄、富田泰史、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力、葛西真綾、日村美玲：腎移

植診療における腎臓内科医と移植コーディネーター～患者さんの「社会的」リハビリテーショ

ンまで～． 第 11 回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会 2021 年 3 月 20-21 日 （WEB

開催） 

 

 

 

研究会  

 

1. 岩村大径：2020 年診療報酬改定から腎性貧血治療戦略を考える～エベレンゾの位置づけ～．エ

ベレンゾ WEB シンポジウム 2020 年 4 月 9 日 （WEB 配信） 

2. 畠山真吾：実臨床における I-O 併用療法．RCC I-O Web Seminar  2020 年 5 月 26 日 札幌市

（ニューオータニイン札幌） 

3. 山本勇人：腎癌治療の最新の話題．RCC Web Live Seminar  2020 年 5 月 27 日 （WEB 配信） 

4. 大山 力：Real World Data から考える mCSPC 治療．アーリーダ錠適応拡大 Web セミナー 

2020 年 6 月 4 日 （WEB 配信） 

5. 大山 力：進行腎癌のパラダイムシフト．RCC Immuno-Oncology Web Live Seminar 2020 

年 6 月 30 日 （WEB 配信） 

6. 大山 力：前立腺癌の治療戦略‐2020 年度版弘前大学前立腺癌治療指針を中心に‐．青い森泌

尿器科セミナー2020 Web 講演会 2020 年 7 月 9 日 （WEB 配信） 

7. 米山高弘：当科における I-O 併用療法の使用経験．第 6 回青森泌尿器免疫治療セミナー．2020

年 7 月 14 日 （WEB 配信） 



8. 大山 力：進行前立腺癌の治療戦略． 前立腺癌治療セミナー 2020 年 8 月 20 日 （WEB 配

信） 

9. 大山 力：Real World Data から考える mCSPC 治療． Hamanasu WEB Seminar  2020 年

8 月 27 日 （WEB 配信） 

10. 畠山真吾：転移性腎細胞がんにおける 1st line の治療選択． Merk & Pfizer Oncology Internet 

Seminar in Yokohama  2020 年 10 月 1 日 （WEB 配信） 

11. 畠山真吾：混沌とする進行性癌の治療戦略～ファーストラインで何を使うか？～． Merk & 

Pfizer RCC Internet Sympojium  2020 年 10 月 7 日 （WEB 配信） 

12. 米山高弘：RCC 治療の現状～カボザンチニブの位置づけ～． カボメティクス Web 講演会 in 

TOHOKU 2020 年 10 月 27 日（WEB 配信） 

13. 岩村大径：透析期腎性貧血に適した治療とは～HIF-PH阻害薬ロキサデュスタットへの期待～． 

腎性貧血 up to date in Kohoku 2020 年 10 月 31 日 （WEB 配信） 

14. 畠山真吾：進行性前立腺癌の最新薬物治療． 山形 Prostate Cncer Web セミナー 2020 年 11

月 4 日 （WEB 配信） 

15. 畠山真吾：mRcc の最新知見と実臨床における治療成績． RCC  I-O Web Seminar  2020 年

11 月 13 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

16. 岩村大径：透析期腎性貧血に適した治療とは～HIF-PH阻害薬ロキサデュスタットへの期待～． 

第 29 回白河腎疾患フォーラム 2020 年 11 月 19 日（WEB 配信） 

17. 山本勇人：当科における ICI の使用経験．第 2 回 Immuni-Oncology Seminar in Hirosaki 2020

年 12 月 1 日 （WEB 配信） 

18. 岩村大径：透析期腎性貧血に適した治療とは～HIF-PH阻害薬ロキサデュスタットへの期待～． 

第 3 回 HIF-PH 阻害薬適正使用を考える会 2020 年 12 月 4 日 （WEB 配信） 

19. 米山高弘、田中壽和：症例から適格な１stline 治療を考える． Uologic Oncology Forum in 

Aomori 2020  2020 年 12 月 10 日 弘前市（アートホテル弘前シティ）WEB 配信 

20. 岩村大径：腎性貧血治療の新たな選択肢～HIF-PH 阻害薬への期待～． 2020 年 12 月 17 日

（WEB 配信） 

21. 大山 力：筋層浸潤膀胱癌の治療戦略～NAC/AC 後の再発治療を考える～．MSD Oncology 

Internet Symposium for GU Cancer． 2020 年 12 月 19 日（WEB 配信） 

22. 畠山真吾：腎癌治療のパラダイムシフト． 弘前腎癌 Web セミナー 2021 年 1 月 20 日 （WEB

配信） 

23. 畠山真吾：リアルワールドデータからみたペロブロリズマブの有用性の検証． Oncology イン

タネット講演会 2021 年 2 月 3 日 （WEB 配信） 

24. 大山 力：進行前立腺癌の治療戦略．前立腺 WEB カンファレンス～新薬ニュベクオ錠の登場

とその特性～ 2021 年 2 月 5 日 （WEB 配信） 

25. 野呂大輔：当院における腎性貧血の現状と課題． 青森県 HIF-PH 阻害薬適正使用普及講演会 

弘前市（アートホテル弘前シティ） 

26. 岩村大径、佐藤天童、田中壽和：進行性前立腺癌の治療戦略を考える．第 6 回つがる前立腺診

療を考える会 2021 年 2 月 16 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 



27. 米山高弘：カボサンチニブの有効性について． カボメティクス Web 講演会 2021 年 2 月 19

日 （WEB 配信） 

28. 畠山真吾：mHSPC のリスク分類と治療選択． イクスタンジ WEB シンポジウム 2021 年 2

月 19 日（WEB 配信） 

29. 大山 力：進行前立腺癌の治療戦略～ゾーフィゴの使いどころ～． CPRC 治療 UP TO DATE 

2021 年 2 月 26 日（WEB 配信） 

30. 大山 力：Up front ARAT 時代の CRPC 治療．CPRC 化学療法懇話会 2021  2021 年 3 月 4

日 青森市（ホテル青森） 

31. 畠山真吾：転移性去勢抵抗性前立腺癌の新たな治療． 青い森泌尿器科セミナー2021 2021 年

3 月 11 日（WEB 配信） 

32. 大山 力：前立腺癌治療の治療戦略－弘前大学泌尿器科治療指針を中心に‐．青い森泌尿器科

セミナー2021 2021 年 3 月 11 日 （WEB 配信） 

33. 大山 力：Paradigm Shift for Treatment of Urothelial Cancer ～JAVELIN Bladder  100～．  

GU Immuno-Oncology Expert Meeting  2021 年 3 月 14 日 （WEB 配信） 

34. 大山 力：転移性尿路上皮がんにおけるバベンチオ維持療法～JAVELIN Bladder  100 試験～．

GU Oncology Internet Symposium  2021 年 3 月 15 日 （WEB 配信） 

35. 畠山真吾：mHSPC のリスク分類と治療選択． イクスタンジ WEB シンポジウム 2021 年 3

月 17 日（WEB 配信） 

36. 畠山真吾：進行性前立腺がんの治療戦略～改めて考える Abiraterone の価値と有用性～． 前

立腺がん Web セミナー 2021 年 3 月 23 日 （WEB 配信） 

37. 畠山真吾：Mrcc 治療における QOL 評価の実際．RCC Web Live Seminar 2021 年 3 月 31 日 

（WEB 配信） 

 

 

 

 

 

特別講演  

＊  国内  

1. 大山 力（パネルディスカッション 2）：医療現場の働き方改革「本院の取り組み」．第 85 回日

本泌尿器科学会東部総会 2020 年 9 月 25 日～10 月 16 日（WEB 開催） 

2. 大山 力（会長企画シンポジウム）：ロボット手術を利用した筋層浸潤膀胱癌の治療戦略． 第

58 回日本癌治療学会学術集会 2020 年 10 月 22-24 日 京都市（国立京都国際会館、他） 

3. 畠山真吾（イブニングセミナー）：転移性腎細胞癌における IO+TKI 併用療法の AE 管理と多職

種連携．第 58 回日本癌治療学会学術集会 2020 年 10 月 22-24 日 京都市（国立京都国際会館、

他） 

4. 畠山真吾（ワークショップ 14 進行・転移性膀胱癌治療の up-to-date）：シスプラチン unfit の

転移性膀胱癌に対する全身化学療法の現状と課題． 第 58 回日本癌治療学会学術集会 2020



年 10 月 22-24 日 京都市（国立京都国際会館、他） 

5. 大山 力：ロボット支援膀胱全摘除術における新膀胱造設術． 第 5 回ロボット支援手術ビデ

オ講習会（日本内視鏡学会） 2020 年 11 月 25 日 

6. 大山 力（卒後教育プログラム 02）【エンドウロロジー・腹腔鏡】ロボット支援手術の基本と合

併症予防． 第 108 回日本泌尿器科学会総会 2020 年 12 月 22～24 日 神戸市（神戸ポート

ピアホテル、他） 

7. 畠山真吾（スポンサードセッション）：CPRC における Liquid biopsy の有用性と課題：糖鎖と

cfDNA を用いた検討． 第 5 回 Liquid Biopsy 研究会 2021 年 1 月 22-23 日 東京都新宿区

（京王プラザホテル） 

 

 

 

＊ 研究会 

1. 大山 力：Real World Data から考える mCSPC 治療．アーリーダ錠適応拡大 Web セミナー 

2020 年 6 月 4 日 （WEB 配信） 

2. 大山 力：Real World Data から考える mCSPC 治療．青森県前立腺癌 Web セミナー 2020

年 7 月 28 日 （WEB 配信） 

3. 岩村大径（パネルディスカッション）：本邦の mCSPC 治療戦略を考える． 第 3 回 U2023 

Genitourinary Oncology Seminar  2020 年 9 月 26 日 （WEB 配信） 

4. 大山 力：進行前立腺癌の治療戦略． 函館泌尿器科医会学術講演会 2020 年 10 月 16 日 函

館市（ベルクラシック函館）、（WEB 配信） 

5. 畠山真吾：臨床試験と実臨床の成績から考える mCSPC の治療戦略．山口県央地区前立腺癌セ

ミナー 2020 年 10 月 28 日 （WEB 配信） 

6. 大山 力：進行前立腺癌の治療戦略． 第 9 回むつ泌尿器科懇話会 2020 年 11 月 5 日 （WEB

配信） 

7. 畠山真吾：mRcc の最新知見と実臨床における治療成績． 腎細胞がんエリア WEB セミナー 

2020 年 11 月 11 日（WEB 配信） 

8. 大山 力：進行性前立腺癌の治療戦略． 第 1 回七隈泌尿器疾患セミナー 2020 年 11 月 13 日

（WEB 配信）  

9. 大山 力：進行前立腺癌の治療戦略． 前立腺癌シンポジウム in Shirakawa  2020 年 12 月

12 日 福島県西白河郡（東京第一ホテル新白河） 

10. 岩村大径：腎性貧血治療の新たな選択肢～HIF-PH 阻害薬への期待～． 2020 年 12 月 17 日 

（WEB 配信） 

11. 大山 力（パネルディスカッション）：ケースから考えるこれからの mUC 治療戦略．MSD 

Oncology Internet Symposium for GU Cancer． 2020 年 12 月 19 日（WEB 配信） 

12. 畠山真吾：Real World Data から見る mHSPC に対する治療戦略． 第 2 回愛宕泌尿器医界

WEB セミナー 2021 年 2 月 18 日 （WEB 配信） 

13. 大山 力：ロボット支援手術を利用した MIBC の治療戦略． 第 17 回奈良尿路上皮癌研究会 



2021 年 3 月 13 日 （WEB 配信） 

14. 大山 力：Paradigm Shift for Treatment of Urothelial Cancer～JAVELIN Bladder 100～．

GU Immuno-Oncology Expert Meeting  2021 年 3 月 13 日 （WEB 配信） 

15. 大山 力（パネルディスカッション）：バベンチオ維持療法の臨床活用を考える．GU 

Immuno-Oncology Expert Meeting  2021 年 3 月 13 日 （WEB 配信） 

16. 大山 力（Special lecture）：進行性前立腺癌の治療戦略．Meet the Expert in Hokkaido 2021

年 3 月 16 日 （WEB 配信） 

17. 大山 力（特別講演Ⅱ）：ロボット支援手術を利用した MIBC の治療戦略．Pfizer Merck 

Oncology Symposium 2021 in Kyoto  2021 年 3 月 26 日 （WEB 配信 

 

  

座長，等  

・ 大山 力：  

＊  国際  

1.  Society of Robotic Urology in Japan  2020 年 7 月 19 日 （WEB 開催）  

  Robotic Surgery in Japan through The Future  

  Koie T ：RARC+ICUD. 

 

＊  国内  

1.  第 33 回日本老年泌尿器科学会 2020 年 9 月 11-12 日 奈良市（奈良県コンベン

ションセンター）  

  スポンサードセッション 1 変わりゆく転移性前立腺癌治療  

  藤井靖久：進行性前立腺癌薬物治療の変遷． 他 2 題  

2.  第 85 回日本泌尿器科学会東部総会 2020 年 9 月 25 日～ 10 月 16 日（WEB 開催）  

  パネルディスカッション 災害と医療  

  新村浩明：東日本大震災における大規模透析患者移送の経験．他 3 題  

3.  日本泌尿器腫瘍学会第 6 回学術集会 2020 年 10 月 24 日 京都市 (勧業館 みや

こめっせ ) 

  シンポジウム 2 膀胱癌の診断はどこまで進歩したか？  

  中川 徹：膀胱癌の診断の進歩 overview.  

4.  第 34 会日本泌尿器内視鏡学会総会 2020 年 11 月 20 日（WEB 開催）  

  イブニングセミナー 2 

  田中宣道：CPRC に対する治療の現状と将来展望．他 1 題  



5.  第 108 回日本泌尿器科学会総会 2020 年 12 月 22～ 24 日 神戸市（神戸ポート

ピアホテル、他）  

  モーニングセミナー 2 エビデンスから考えるドセタキセル・カバジタキセル

の CRPC における位置づけ  

  永田政義：CRPC 治療におけるタキサン系抗がん剤の役割．他 1 題  

  シンポジウム 31 筋層浸潤性膀胱がん集学的治療の現況と展望  

  西村和郎：筋層浸潤性膀胱癌に対する根治的膀胱全摘除術：開腹術と腹腔

鏡 ま た は ロ ボ ッ ト 支 援 手 術 の 比 較 Radical cystectomy in the 

management of muscle-invasive bladder cancer ： open versus 

laparoscopic or robotic approach．他 4 題  

6.  第 18 回日本臨床腫瘍学会学術集会 2021 年 2 月 19 日 （WEB 配信）  

  メディカルセミナー 13 抗 PD-L1 抗体アベルマブのこれまでの歩み   

  土谷順彦：泌尿器科医が考えるアベルマブ +アキシニチブ併用療法の役割  

 

＊  研究会  

1.  エベレンゾ WEB シンポジウム 2020 年 4 月 9 日（WEB 配信）  

  岩村大径：2020 年診療報酬改定から腎性貧血治療戦略を考える～エベレンゾ

の位置づけ～．  

2.  第 6 回青森泌尿器免疫治療セミナー  2020 年 7 月 14 日（WEB 配信）  

  中井川 昇： 5 年生存率向上を目指した薬物療法の選択．  

3.  Meet the Expert in Remote 2020 年 7 月 18 日（WEB 配信）  

  Discussion Part 

4.  AZm3TV シンポジウム 2020 年 8 月 7 日（WEB 配信）  

  西村和郎：今知るべき、CRPC における遺伝子変異と個別化医療の展望．  

5.  青森の透析診療を考える会 2020 年 8 月 19 日  

  菊池 勘：新型コロナウイルス感染の疫学と透析施設における感染対策．  

6.  Scientific Exchange Meeting 2020 2020 年 8 月 25 日（WEB 配信）  

  北村 寛：前立腺癌治療の unmet needs と将来展望．  

7.  LOKELMA Online Symposium ～腎不全医療の最新情報 update～ 2020 年 9

月 10 日  

  渡来至彦：DSA 陽性腎移植および移植後発生 DSA(dnDSA)に対する治療経験．    

バフセオ新発売記念講演会 2020 年 10 月 17 日（WEB 配信）   

  中村典雄：CKD 診療における最近の話題～腎性貧血治療薬  Vadadustat につ

いて～．  

8.  ニュベクオ・ゾーフィゴ WEB conference 2020 年 10 月 21 日（WEB 配信）  

  鈴木和浩：M0CRPC 治療におけるニュベクオへの期待～ARAMIS 試験の OS

解析データを踏まえて～．  

9.  カボメティクス Web 講演会  in TOHOKU 2020 年 10 月 27 日（WEB 配信）  



  米山高弘：RCC 治療の現状～カボザンチニブの位置づけ～．  

10.  前立腺癌  mCSPC WEB セミナー 2020 年 11 月 4 日（WEB 配信）  

  北村 寛：本邦における最適な mCSPC 治療選択を考える．  

11.  ADPKD セミナー  in 八戸 2020 年 11 月 12 日 八戸市（八戸パークホテル）  

  閉会の辞  

12.  アフェレーシス講演会  in 青森 2020 年 11 月 18 日（WEB 配信）  

  齋藤 満：免疫学的ハイリスク腎移植時の脱感作療法－抗体除去と交代制御

－．  

13.  ミニオンメルト OD 錠 50μg・25μg オンラインセミナー 2020 年 11 月 24 日（WEB

配信）  

  舛森直哉：夜間頻尿に対する新たな治療戦略～夜間頻尿診療ガイドラインを

読み解く～ .  

14.  第 2 回 Renal Transplant Cnfernce in Hirosaki  2020 年 11 月 26 日 （WEB

配信）  

  鳴海俊治：当院における COVID 禍環境での腎移植について－症例提示を含

めて－．  

15.  青森 CKD WEB 講演会 2020 年 12 月 2 日  

  土谷 健：CKD～保存期から  

16.  Uologic Oncology Forum in Aomori 2020  2020 年 12 月 10 日 弘前市（アー

トホテル弘前シティ）WEB 配信  

  加藤智幸：腎癌診療ガイドライン 2020 を紐解く．  

17.  AstraZeneca TV Seminar  2021 年 1 月 13 日 （WEB 配信）  

  北村 寛：前立腺癌の最新知見  UP TO DATE．  

18.  青森県の排尿障害診療を考える会 2021 年 2 月 4 日  

  和田直樹：OAB に対するエビデンスの整理と実践．  

19.  青森県 HIF-PH 阻害薬適正使用普及講演会 2021 年 2 月 10 日 弘前市（アート

ホテルシティ）  

  総合司会  

20.  第 6 回つがる前立腺診療を考える会 2021 年 2 月 16 日 弘前市（ホテルニュー

キャッスル）  

  羽渕友則：進行性前立腺癌の最新薬物治療．   



21.  カボメティクス Web 講演会 2021 年 2 月 19 日 （WEB 配信）  

  沼倉一幸：カボサンチニブの安全性について．  

22.  第 7 回 Prostate Cancer Academy  2021 年 3 月 1 日（WEB 配信）  

  藤田和利：泌尿器癌における Liquid biopsy．  他 2 題  

23.  ピートル発売 5 周年記念講演会  in Aomori 2021 年 3 月 3 日  

  猪阪善隆：CKD・透析患者のリン管理の最前線～Episode Study から得られ

た知見とは～．  

24.  CRPC 科学療法懇話会 2021 2021 年 3 月 4 日 青森市（ホテル青森）  

  ディスカッション：Up front ARAT 時代の CRPC 治療．  

25.  Aomori Prostate Canser Lecture Meeting  2021 年 3 月 6 日（WEB 配信）  

  雑賀隆史：前立腺がんにおけるロボット手術について．  

 

 

 

 

  橋本 安弘：  

1.  青森県前立腺癌 Web カンファレンス 2020 年 9 月 1 日 弘前市（アートホテル

シティ弘前）  

  ディスカッション  

  田中壽和、成田拓磨、濱野逸人：進行性前立腺癌の治療戦略を考える．  

2.  第 6 回つがる前立腺診療を考える会 2021 年 2 月 16 日 弘前市（ホテルニュー

キャッスル  

  パネルディスカッション  

  岩村大径、佐藤天童、田中壽和：進行性前立腺癌の治療戦略を考える．  

 

 

 

  畠山 真吾：  

1.  第 56 回日本移植学会総会オンライン総会 2020 年 11 月 1～ 30 日  

  原田 浩：尿中エクソソーム・微小嚢胞中の mRNA 測定による移植腎機能

障害の診断法の開発． 他 2 題  

 

 

 

 

社会貢献  

1. 2020 年度青森県腎臓バンクセミナー 腎不全医療入門 2020 年 10 月 8 日 黒石市（黒石高等

学校 看護科） 



 畠山真吾：腎移植の実際． 

 大山 力：青森県の腎移植と弘大病院の役割． 

2. 2020 年度青森県腎臓バンクセミナー 腎不全医療入門 2020 年 12 月 11 日 青森市（千葉学

園高等学校 看護専攻科） 

 畠山真吾：腎移植の実際． 

青森県の腎移植と弘大病院の役割． 

3. 2020 年度青森県腎臓バンクセミナー 腎不全医療入門 2021 年 2 月 5 日 弘前市（国立病院

機構弘前病院 附属看護学校） 

 畠山真吾：腎移植の実際． 

 大山 力：青森県の腎移植と弘大病院の役割． 

 

 

 


